
2022 年度経済学部卒業時アンケート 

 調査対象：497 名（2022年度 9 月卒業生 23 名、2022 年度 3 月卒業生 474 名） 

 調査実施期間：2022 年 9 月 1 日～9 月 30 日、2023 年 3 月 1 日～3 月 31 日 

 回答者数：448 名（2022 年度 9 月 15 名、2022 年度 3 月 433 名） 

 回答率：90.1％ 

2022 年度 3 月卒業時アンケート結果概要 
 

① 入学後の総合的な満足度は、いずれの項目も 9 割前後の学生が満足している（「満足」+「どちらかというと満

足」）。→図 1、図 2 

② DP については、全項目で 8 割以上の学生が「かなり身についた」ないし「ある程度身についた」と実感してい

る。→図 3、図 4 ※全項目で「あまり身につかなかった」「全く身につかなかった」と答えたのは 3..23%。 

③ 就職活動で評価された能力としては、DP では「DP2 実践的スキル」が高い。→図 5 
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図1：入学後の総合的な満足度

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満
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図2：ゼミ満足度（ゼミ履修者のみ）
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31.2%

31.6%

30.3%

28.2%

28.4%

57.5%

49.7%

55.2%

56.6%

55.7%

8.8%

16.4%

12.5%

12.7%

13.4%

2.5%

2.3%

2.1%

2.5%

2.5%

0.0% 10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%80.0%90.0%100.0%

DP1 さまざまな社会経済問題を学際的かつ総合的に理解す

るための、人文科学、社会科学、自然科学に関する幅広い…

DP2 コミュニケーション能力、文章表現能力、外国語やコ

ンピューターに関する実践的スキル

DP3 経済学の基本的なフレームワークを理解した上で、

様々な社会経済問題を理論的・歴史的・実証的に分析する…

DP4 教養、実践的スキル、経済学の専門的知識を活用し、

問題解決を図る能力

DP5 教養、実践的スキル、経済学の専門的知識を生涯にわ

たって磨き続ける自己学習能力

図3：大学での学習を通じて身に着けた能力、スキル

かなり身についた ある程度身についた あまり身につかなかった 全く身につかなかった
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図4：大学での学習を通じて身に着けた能力、スキル（学科別）

かなり身についた ある程度身についた あまり身につかなかった 全く身につかなかった
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DP1人間性を高める幅広い教養（全回答者）

DP2実践的スキルと行動力（全回答者）

DP3多角的分析力と専門性（全回答者）

DP4問題解決能力および他者と協働する能力（全回答者）

DP5自己学修能力（全回答者）

図5：就職活動で評価されたと感じた能力

非常に評価されたと思う やや評価されたと思う どちらでもない

あまり評価されなかったと思う 全く評価されなかったと思う



2022 年度 9 月卒業時アンケート結果概要 
 

① 入学後の満足度は総じて高く、特に「総合教育科目に関わる教育」、そして履修者に限定した場合の「ゼミ」の

満足度において、回答者全員が「満足」と回答している（「満足」+「どちらかといえば満足」）。→図 1、図 2 

② 各 DP については、DP1～3，5 ですべての回答者、DP4 で 9 割を超える卒業生が「身についた」と回答してい

る（「かなり身についた」+「ある程度身についた」）。→図 3 
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図1：入学後の総合的な満足度

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満
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図2：ゼミ満足度（ゼミ履修者のみ）
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DP1 さまざまな社会経済問題を学際的かつ総合的に理解す

るための、人文科学、社会科学、自然科学に関する幅広い教

養

DP2 コミュニケーション能力、文章表現能力、外国語やコ

ンピューターに関する実践的スキル

DP3 経済学の基本的なフレームワークを理解した上で、

様々な社会経済問題を理論的・歴史的・実証的に分析する多

角的分析力と専門性

DP4 教養、実践的スキル、経済学の専門的知識を活用し、

問題解決を図る能力

DP5 教養、実践的スキル、経済学の専門的知識を生涯にわ

たって磨き続ける自己学習能力

図3：大学での学習を通じて身に着けた能力、スキル

かなり身についた ある程度身についた あまり身につかなかった 全く身につかなかった


